
 

氏名   技術部門 建設部門 

問題番号  Ⅰ-1 選択科目  

答案使用枚数   1 枚目   ３ 枚中 専門とする事項  

 

 1 

( 1 )  ま ち づ く り G X を 推 進 す る た め の 課 題  

1 ) 課 題 ①  

ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ の 実 現 に 向 け て 、 都 市 の 緑 化

が 進 め ら れ て い る 。 し か し 、 2 0 2 2 年 の 東 京 の 緑 地 の 充

実 度 は 3 6 % で あ り 、 世 界 主 要 都 市 と 比 べ て 低 い 問 題 点

が あ る ① 。 こ の 原 因 は 、 都 市 の 緑 地 は 収 益 を 生 み 出 し

づ ら く 、 民 間 企 業 が 参 入 し に く い た め で あ る ② 。 よ っ

て 、 緑 化 の 迅 速 性 の 観 点 ③ か ら 、「 民 間 企 業 の 緑 化 へ の

参 入 」 が 課 題 ④ で あ る 。  

 

2 ) 課 題 ②  

 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け て 、 C O 2 排 出 量

を 実 質 ゼ ロ に す る 必 要 が あ る ⑤ 。 日 本 に お け る C O 2 排

出 量 の う ち 、 都 市 に お け る 社 会 活 動 （ 家 庭 部 門 、 業 務

部 門 、 運 輸 部 門 ） が 約 5 割 を 占 め て い る 。 よ っ て 、 ボ

リ ュ ー ム の 観 点 か ら ⑥ 、「 都 市 部 に お け る C O 2 の 削 減

と 吸 収 ⑦ 」 が 課 題 で あ る 。  

① 主語が「充実度は」ですし、文末も冗長的なので「低い」で終わると良いと思います。 

② これだけが原因のように見えます。これは、もう答えになっているので、結論のみで書けば良いで

しょう（重複してしまう）。→「この原因の一つとして、緑地空間は収益が発生しないので、民有

地において創出されにくい。」 

③ 緑化の迅速性という表現が何を意味しているのか理解しづらいです。緑化が収益を生まないという

仕組みを問題点として指摘してるので、「仕組み面の観点」ですかね。 

④ ③の修正をした場合、仕組みを示唆する表現の方が良いですね。→「民間事業者が緑地空間を創出

しやすい環境整備が課題」 
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3 ) 課 題 ③  

 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け て 、 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー の 導 入 が 進 め ら れ て い る 。 し か し 、 大 規 模 開

発 の 再 エ ネ ⑧ は 、 電 力 系 統 を 通 じ て 都 市 に 電 力 が 供 給

さ れ る た め 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 が 低 下 す る 問 題 点 ⑨ や 、

防 災 面 で の 不 安 が あ る ⑩ 。 よ っ て 、 エ ネ ル ギ ー の 観 点

⑪ か ら 、「 都 市 部 に お け る エ ネ ル ギ ー の 再 エ ネ 化 」 が 課

題 で あ る 。  

 

⑧ これはどのようなことを説明したいのでしょうか。意図が伝わりづらいです。大規模な再エネ施設

は、地方に存在していることを言いたいのですかね。適切な表現が望まれます。 

⑨ 送電ロスのことですかね。 

⑩ 防災面の不安とは何ですか。説明がなく何を問題視しているのか分かりません。 

⑪ この観点も良く分かりません。 

⑫ 背景から推測すると、この課題はエネルギーの地産地消を言っているのですかね。再エネ化は十分

とは言えませんが、実施されているものもあります。⑦と同様にもっと絞り込む必要があります。

先に述べた地産地消、主電源化、導入の加速といった具合に現状を踏まえた表現が望まれます。 

⑤ 「カーボンニュートラルの実現に向けて」とあるので、後段はその手段を書くべきです。カーボン

ニュートラルの説明みたいになっています。例えば、横断的な取り組みが必要、都市部の排出抑制

が必要といったことが考えられます。 

⑥ これも、どのような立場、視点なのか良く分かりません。 

⑦ まず、「吸収」について何も述べられていないので、唐突感があります。さらに、削減も題意その

ものに近いので、もっと絞り込む必要があります。例えば、省エネ、エネマネなどの取組みなどが

考えられます。 
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 ( 2 )  最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 最 重 要 課 題 は 、「 都 市 部 に お け る エ ネ ル ギ ー の 再 エ ネ

化 」 で あ る 。 な ぜ な ら 、 都 市 部 の 人 口 は 増 加 す る 傾 向

に あ り 、 よ り 多 く の エ ネ ル ギ ー が 必 要 に な る た め で あ

る 。 例 え ば 、 国 連 に よ る と 世 界 の 都 市 部 の 人 口 は 現 在

の 約 5 5 ％ か ら 2 0 5 0 年 に は 6 8 ％ に 増 加 す る ⑬ 。  

 

1 ) 解 決 策 ①  

 比 較 的 土 地 に 余 裕 が あ る 地 方 都 市 を 想 定 し た 場 合 ⑭ 、

「 地 域 産 業 を 活 用 し た 再 エ ネ の 導 入 」 が あ る ⑮ 。 具 体

的 に は 、 地 元 の 森 林 か ら 採 取 し た 間 伐 材 か ら 木 質 ペ レ

ッ ト を 生 産 し て 行 う バ イ オ マ ス 発 電 や 、 近 郊 外 の 商 業

施 設 や 工 業 地 帯 の ス ペ ー ス を 活 用 し た 太 陽 光 発 電 等 を

行 う ⑯ 。 こ れ に よ り 、 C O 2 を 排 出 し な い ク リ ー ン エ ネ

ル ギ ー の 導 入 と 共 に ⑰ 、 経 済 の 地 域 内 循 環 や 産 業 と 雇

用 の 創 出 に よ り 、 地 方 の 経 済 成 長 に も つ な が る 。  

⑬ 理由が長すぎます。もっと端的に書きましょう。空いたスペースは、解決策を充実させると良いで

しょう。→エネルギー消費が大きい都市部での対策が有効と考え「都市部におけるエネルギーの再

エネ化」を最も重要な課題に選定し、以下に解決策を述べる。」 

※ 解決策で最も気になる点は、解決策が少ないです。問題文には「複数の」とありますので、２

つでは足りません。最低でも３つは述べましょう。そうなると、スペースの確保ですが、新たなリ

スク、要件でスペースを取りすぎており、バランスが悪いです。技術力が最も示せる解決策にスペ

ースと心血を注ぎましょう。 
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2 ) 解 決 策 ②  

 建 物 が 密 集 し て い る 大 都 市 を 想 定 し た 場 合 、「 3 D 都

市 モ デ ル の 活 用 に よ る 効 率 的 な 太 陽 光 発 電 の 導 入 」 が

あ る ⑱ 。 具 体 的 に は 、 仮 想 空 間 の 3 D 都 市 で 建 物 の 位

置 と 日 照 の 関 係 を 分 析 し 、 設 置 コ ス ト と 発 電 量 が 最 適

に な る よ う に 建 物 の 屋 根 や 側 面 に 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置

す る ⑲ 。  

 

( 3 )  解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク と 対 策 ⑳  

 労 働 人 口 の 減 少 に 伴 い 、 新 設 し た 発 電 設 備 が 適 切 に

⑱ ⑭⑮と同様。 

⑲ 実施主体が良く分かりません。分析するのは誰ですか。太陽光を設置するのは誰ですか。公共施設

に限ってしまえば、両方とも行政となりますが、都市全体の話であれば、民間事業者が３D 都市モ

デルを用いて設置を検討するのでしょうか。そうであるならば、３D 都市モデルの利用をもっと使

いやすくするといった方策が必要ですよね。この表現のみですと、蓋然性が低いと判断されてしま

います。 

⑭ 例示ならまだしも、解決策が限られた条件下でのみで実施可能なものは適切と言えるか疑義があり

ます。また、課題選定の理由に人口が多いから、としているにも関わらず、人口が少ない地方都市

についてのみ説明することにも矛盾を感じます。 

⑮ 解決策なので、紹介するような表現ではなくやることとしてを書きましょう。→「地域産業を活用

して再エネを導入する」 

⑯ 発電を行う主体は誰かが良く分かりません。民間事業者の自発的な行動を期待しているのですか。

行政が行うのであれば、その仕組み（補助、PPAなど）を書かないと技術的な解答と言えません。 

⑰ 再エネなので、説明不要。 
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管 理 ・ メ ン テ ナ ン ス さ れ な い 状 況 の 発 生 が 想 定 さ れ る

㉑ 。 こ れ に よ り 、 設 備 が 破 損 し て 発 電 が 長 期 間 停 止 す

る リ ス ク が あ る ㉒ 。  

1 つ 目 の 対 策 と し て 、 発 電 設 備 の 設 置 時 に セ ン サ ー

を 取 り 付 け て 状 態 監 視 す る 方 法 が あ る 。 こ れ に よ り 、

自 動 か つ 遠 隔 で 管 理 で き 、 軽 微 な 状 態 異 常 の 時 点 で 予

防 保 全 を 行 う こ と が で き る た め 、 少 な い 人 員 で 管 理 ・

メ ン テ ナ ン ス が で き る 。  

2 つ 目 の 対 策 と し て 、 ま ち づ く り の 複 数 の 関 係 者 で

面 的 に エ ネ ル ギ ー を 利 用 し 、 設 備 を 共 同 管 理 す る 方 法

が あ る 。 こ れ に よ り 、 管 理 体 制 の 充 実 が 可 能 に な り 、

事 業 継 続 性 が 向 上 す る 。 ㉓  

 

( 4 )  業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 点 と 留 意 点  

1 ) 技 術 者 倫 理 の 観 点  

 公 衆 の 安 全 、 健 康 、 福 利 を 最 優 先 す る 意 識 が 必 要 で

あ る ㉔ 。 例 え ば 、 都 市 部 で の 発 電 設 備 の 破 損 は 人 身 災

害 に 繋 が る 可 能 性 が 高 い こ と か ら 、 最 大 級 の 地 震 や 台

風 に 見 舞 わ れ た 場 合 で も 、人 身 災 害 が 発 生 し な い よ う 、

⑳ 前述の通り、長いです。リスクと要件で０．５枚程度のスペースを目安にしましょう。 

㉑ 文末が冗長的です。→「リスクが生じる」 

㉒ 管理が不十分というリスクに対しては、破損ケース（壊れたら直すと思いますよ、直せないのは人

手不足というより資金不足ですよね）より発電効率が下がることの方が懸念されます。 

㉓ もっと端的に表現しましょう。→「対策は、センシング技術を用いて設備を監視するとともに、共

同管理を可能とする体制を構築する。」 
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最 新 の 基 準 に 準 拠 し た 設 計 に 留 意 し て 業 務 を 進 め る ㉕ 。 

 

2 ) 社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 再 エ ネ 施 設 の 都 市 部 へ の 設 置 に は 、 景 観 の 変 化 に 対

す る 地 域 住 民 の 理 解 が 必 要 で あ る 。 例 え ば 、 観 光 体 験

を 通 じ て 再 エ ネ に つ い て 学 ぶ エ ネ ル ギ ー ツ ー リ ズ ム を

提 案 す る ㉖ 等 、 地 域 住 民 と 再 エ ネ 施 設 の 共 存 に 留 意 す

る 。 こ れ に よ り 、 S D G s 1 1 番 「 住 み 続 け ら れ る ま ち づ

く り を 」 に 貢 献 で き る 。  

以 上  

 

㉖ 景観への理解を得るための方策として、ツーリズムはピンときません。住民の意見を確認しながら

計画立案するなど、もっとふさわしい対策があるのではないでしょうか。 

㉔ 聞かれていることは、要点です。的確に解答しましょう。→「・・・ことが要点である」 

㉕ これもダイエットしましょう。例示も不要だと思います。→「整備あたっては、最新の基準を用い

るなど公衆災害の防止に留意する。」 


